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	第１条　この規程は、鳥取県議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例（平成19年鳥取県条例第47号）第７条第２項第８号の規定による鳥取県議会議員（以下「議員」という。）の外国旅行の旅費の取扱いについて必要な事項を定めるものとする。
	（外国旅行における宿泊料等の取扱い）
	第２条　議員の外国旅行における日当、宿泊料及び食卓料の額は、別表第１に定めるとおりとする。
	２　前項の規定にかかわらず、議長は、次に掲げる場合において、特に必要があると認めるときは、宿泊料について必要な額に増額調整することができる。
	(１) 　主催者等により宿泊施設があらかじめ指定されている場合
	(２) 　公務上の必要により宿泊施設又は宿泊区域が限定される場合であって、宿泊料金の高い宿泊施設を利用することがやむを得ないと認められるとき
	(３) 　旅行先の宿泊施設の料金及び安全確保等の実情により、宿泊料金の高い宿泊施設を利用することがやむを得ないと認められる場合
	(４) 　旅行の直前に命令された旅行又は急な命令の変更のあった旅行において、宿泊施設の確保が困難であるため、宿泊料金の高い宿泊施設を利用することがやむを得ないと認められる場合

	３　議員（その依頼を受けた議会事務局職員を含む。）は、外国旅行における宿泊施設の利用において、次に掲げる事項に注意するものとする。
	(１)　インターネットを利用する等して、旅行先の宿泊施設に関する最新の情報を可能な限り直接収集し、経済的な宿泊施設の選定に努めること。
	(２)　旅行代理店に宿泊施設の予約の代理、取り次ぎ又は媒介を依頼する場合には、あらかじめ第１項に規定する宿泊料の額を示し、原則として宿泊料金が当該金額の範囲内である宿泊施設を選定するように指示すること。
	(３)　前号の依頼の際には、旅行用務の内容及び旅行先の宿泊施設の実情等を勘案し、合理的と認められる範囲で、宿泊施設の設備、衛生管理、立地その他の条件について必要な水準が確保されていることを確認するとともに、複数の旅行代理店から見積りを徴する等の方法により、適正価格の把握に努めること。
	（外国旅行の航空賃の取扱い）

	第３条　議員の外国旅行における航空賃は、別表第２に定める旅客運賃の範囲内の実費額とする。
	(１)　議員の健康上の理由により、航空旅行に伴う身体的な負担を軽減しなければ、公務遂行に支障をきたすおそれがある場合
	(２)　賓客に同行する旅行において同じ客室に搭乗しなければ、公務遂行に支障をきたすおそれがある場合
	(３)　公用の携帯手荷物が重量制限を超過する場合であって、加算額を勘案すると上位の級の旅客運賃によることが経済的であるとき
	(４)　前各号に掲げる場合のほか、議員が前項に規定する旅客運賃を超える航空旅行をすることがやむを得ないと認められる場合

	第４条　議長は、議員について第２条第２項又は前条第２項の規定により増額調整を行う場合において、その必要性の判断に際しては、知事及び副知事の例を参酌する。

